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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

■実践演習解答 

Part A：名詞的用法 

 
① <My plan>  is  <to visit <Tokyo> (next month)>. 
    S      V               C 

 （私の計画は、来月東京を訪れるといふものだ。） 

 
 
② <To play (outside)>  is  [important]. 
     S          V      C 

 （外で遊ぶことは大切だ。） 

 
 
③ <I>  want  <to be [free]>. 
    S    V       O 

 （私は自由になりたい。） 

 
 
④ <To see> is <to believe>.  
      S    V    C 

 （見ることは信じることだ＝百聞は一見に如かず。） 

 
 
⑤ <I> like <to watch <soccer games>>. 
    S  V          O 

 （私はサッカーの試合を見るのが好きだ。） 

 
 
⑥ <Her goal> is <to pass <the exam>>. 
       S    V         C 

 （彼女の目標は試験に合格することだ。） 

 
 
⑦ <To accept <the fact>> was [(very) difficult] (for him). 
           S           V       C         M 

 （その事実を受け入れることは、彼にとつて非常に難しかつた。） 

 
 
⑧ <To eat (too much)> is not [good] (for your health). 
          S         V      C       M 

 （食べ過ぎることは、あなたの健康に良くない。） 

 
 
⑨ <My son> decided <to study (abroad)>. 
      S       V          O 

 （私の息子は留学することに決めた。） 

 
 
⑩ <Tom> determined <to run away (from home)>.  
     S       V              O 

  （トムは家出をする決心をした。） 
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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

Part B：形容詞的用法 

 
① <I>  want  <a house [to live in]>. (切ない…) 
    S    V           O 
 （私は住むための家が欲しい。） 
 
 
② <I>  have  <[many] books [to read]>. 
    S    V             O 

 （私は読むべき本がたくさんある。） 

 
 
③ <He> bought <a present [to give <her>]>. 
     S    V           O 
 （彼は彼女にあげるためのプレゼントを買つた。） 
 
 
④ <I> want <something [to eat]>. 
    S   V        O 

 （私は何か食べるものが欲しい。） 

 
 
⑤ Please give <me> <something [to write with]>. 
          V   O₁            O₂ 

 （私に何か書くものを下さい。） 

 →with の場合は筆記用具（手段の with）。on であれば紙など、その上に書けるもの。 

 
 

Part C： 副詞的用法（目的） 

 
① <I>  practiced  (hard)  (to win <the game>). 
    S      V      M          M 

 （私はその試合に勝つために一生懸命に練習した。） 

 
 
② <She> studied (hard) (to pass <the exam>). 
     S     V    M         M 

 （彼女はその試験に合格するために一生懸命に勉強した。） 

 
 
③ <I> went (to Kyoto) (to see <old temples>). 
    S   V     M          M 

 （私は古いお寺を見るために京都へ行つた。） 

 
 

Part D：不定詞三用法の判別 その① 

 
① <He>  decided  <to quit <his job>>. 
     S      V           O 

 （彼は仕事を辞めることを決めた。） 
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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

 
 
② Would  <you>  like  <something [to drink]>? 
            S     V            O 

 （あなたは何か飲むものが欲しいですか。） 

 
 
③ <He>  stopped  (to check <the time>). 
     S      V           M 

 （彼は時間を見るために立ち止まつた。）→「時間を見るのをやめた」ではないぞ。 

 
 
④ <Mary>  invited  <him>  (to the party)  (to see <him>).  
     S        V      O       M            M 

 （メアリーは彼に会ふために、彼をパーティーへ招待した。） 

 
 
⑤ <I>  have  <[no] friends [to play <soccer> with].>. 
    S    V                  O 

 （私はサッカーを一緒にやる友達がゐない。） 

 
 
⑥ <To visit <North Korea>>  is  [difficult].  
            S             V     C 

 （北朝鮮を訪れることは難しい。） 

 
 
⑦ <She>  came  (to New York)  (to find <a job>). 
     S     V         M            M 

 （彼女は仕事を見つけるためにニューヨークを訪れた。） 

 
 
⑧ <We>  cannot find  <the hotel [to stay at]>.  
     S        V              O 

 （私たちは泊まるホテルを見つけることができない。） 

 
 
⑨ <I>  hope  <to see <you> (soon)>. 
    S    V        O 

 （ぢきにあなたに会へることを望みます。） 

 
 
⑩ <I>  hope  <to have <a [little] time [to relax]>>. 
    S    V                O 

 （私は少しリラックスできる時間が持てればと思ふ。） 

 
 

Part E：不定詞三用法の判別 その② 

 
① <I> want <to visit <America> (someday)>. 
    S   V         O 

 （私はいつの日かアメリカを訪れたい。） 
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中々正解できない方へアドバイス： 

不定詞の章であらうと、構造分析はまづ SVOCM

を意識すること。特に Vを中心に、「Oは要るか

な？」と考へるのがコツ。 
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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

 
 
② <I> got up (early) (to watch <the game>). 
    S   V    M          M 

 （私はその試合を観るために早起きをした。） 

 
 
③ Do <you> have <anything [to eat]>? 
        S    V        O 

 （あなたは何か食べるものを持つてゐますか。） 

 
 
④ <I> have <[no] money [to buy <the car>]>. 
    S   V             O 

 （私はその車を買ふお金を持つてゐない。） 

 
 
⑤ <You> have to work (hard) (to earn <money>).←have toは助動詞扱ひなので workとまとめて V。 
     S        V      M         M 

 （あなたはお金を稼ぐために一生懸命働かなくてはならない。） 

 
 
⑥ <I> decided <to go (to Korea) (next year)>. 
  S  V      O 

 （私は来月韓国へ行くことを決めた。） 

 
 
⑦ <I> have <a present [to give <you>]>. 
  S  V           O 

 （私はあなたにあげるプレゼントを持つてゐます。） 

 
 
⑧ <I> went (to Chiba) (to visit <the Tokyo Disney Land>). 
    S   V     M                M 

 （私は東京ディズニーランドを訪れるために、千葉へ行きました。） 

 
 

⑨ <I> am studying (hard) (to pass <the exam>). 

    S     V       M         M 

 （私はその試験に合格するために、一生懸命勉強してゐる。） 

 
 

Part F：不定詞三用法の判別 その③ 

 
① <To climb <K2>> is [(very) difficult]. 
          S       V      C 

  （K2 に登ることは非常に難しい。） 

 
 
② <Ken> likes <to watch <TV>>. 
     S    V       O 

 （ケンはテレビを見るのが好きだ。） 

 
 

←next year 全体で副詞的に用ゐられる。（品詞解説プリント

「（２）覚えるべき品詞」の例外を参照のこと） 
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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

 
 
③ <I> have <[no] money [to give <you>]>. 
    S   V            O 
 （私はあなたにあげるお金を持つてゐない。） 
 
 
④ <Ken> is studying <English> (to study (abroad)).  
     S      V        O          M 

 （ケンは留学するために英語を勉強してゐる。） 

 

 
⑤ <Yumi> tried <to write <Haiku>>. 
      S    V        O              

 （ユミは俳句を書いてみようとした。） 

 
 
⑥ <To take <a rest>> is [important]. 
          S        V    C         

 （休息をとることは大切だ。） 

 
 
⑦ <We> have <a lot of <things> [to learn]>. 
     S    V           O                 

 （私たちは学ぶべきことが沢山ある。） 

 
 
⑧ <I> have <a lot of <homework> [to do]> (today). 
    S   V              O             M               

 （私は今日やるべき宿題が沢山ある。） 

 
 
⑨ <Yui> came (to see <me>). 
     S    V      M             

 （ユイは私に会ひに来た。） 

 
 
⑩ <I> got up (early) (to watch <the game>). 
    S   V    M          M                 

 （私はその試合を観るために早起きした。） 

 
 

Part G： 副詞的用法（その他） 

 
① <He> was excited (to see <her>). 
     S      V        M                

 （彼は彼女を見て興奮した。） 

 
 
② <I>'m [(very) sad] (to hear <the news>). 
    S V      C          M                  

 （私はそのニュースを聞いて大変悲しく思ふ。） 
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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

③ <I>'m [(very) happy] (to see <you>). 
    S V       C          M         

 （あなたに会へて、大変嬉しいです。） 

 
 
④ <She> must be [rich] (to wear <[such] clothes>). 
     S     V     C           M                             

 （そのやうな服を着てゐるなんて、彼女は金持ちに違ひない。） 

 
 
⑤ <You> are [lucky] (to have <[such] a [kind] brother>). 
     S    V   C            M                     

 （そのやうな優しい弟を持つてゐるなんて、あなたは幸運だ。） 

 
 
⑥ <It> is [careless] (of you) (to make <[such] a mistake>). 
    S  V    C      M              M                 

 （そんな間違ひをするなんて、君は不注意だ。） 

 
 
⑦ <It> is [kind] (of you) (to carry my <luggage>). 
    S  V   C   M           M                        

 （私の荷物を持つてくれるなんて、あなたは優しい。） 

 
 
⑧ <The boy> grew up (to be <a baseball player>). 
       S       V         M              

 （その少年は成長して野球選手になつた。） 

 
 
⑨ <I> awoke (to find <myself> (in a hospital)). 
    S   V               M               

 （私は起きると、自分が病院にゐることに気が付いた。） 

 
 
⑩ <He> worked (hard) (only to fail). 
     S    V     M      M     
   （彼は一生懸命働いたが、失敗に終はつた。）        
 
 
⑪ <His speech> was [difficult] (to understand). 
       S       V     C         M        

 （彼のスピーチは、理解するのが難しかつた。） 

 
 
⑫ <The dish> is [easy] (to cook (by yourself)). 
       S    V   C        M               

 （その料理は、自分で作るのは簡単だ。＝その料理は自分で簡単に作れる。） 

 
 

Part H： 不定詞の否定形、不定詞での過去、受け身 

 
① <I> chose <not to go (there)>. 
    S   V        O               

 （私はそこへは行かないことに決めた。） 

I 意 O意
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意
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in a hospital は副詞句でありながら「意味上の C」

とでもいふべき存在になつてゐる。myself との間

で「私が病院にゐる」と、意味上の SV の関係を為

してゐる。 
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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

 
 
② <I> tried <not to make <a mistake>>. 
    S   V            O                  

 （私は間違はないやうにした。） 

 
 
③ <He> seems to have not slept (well) (last night). 
    S           V           M      M              

 （彼は昨晩よく寝てゐなかつたやうに見える。） 

 
 
④ <She> seems to have been <a [bad] girl> (in the past). 
     S          V             C        M          

 （彼女は昔不良だつたやうに見える。） 

 
 
⑤ <He> seems to have been [rich] (in the past). 
     S        V          C      M           

 （彼は昔金持ちだつたやうに見える。） 

 
 
⑥ <He> seemed to have been [rich] (in the past). 
     S         V          C      M         

 （彼は、昔は金持ちだつたやうに見えた。） 

 
 
⑦ <Jane> wanted <to be respected (by everyone)>. 
      S     V              O                

 （ジェインは皆から尊敬されたがつてゐる。） 

 
 
⑧ <I> don’t like <to be laughed at>. 
    S     V          O             

 （私は笑はれたくない。） 

 
 

Part I： 形式主語、目的語 

 
① <It> is [(very) important] <to study <English>>. 
  仮 S  V      C              真Ｓ               

 （英語を勉強することは、非常に大切です。） 

 
 
② <It> was [(very) easy] (for me) <to speak (to her)>. 
   仮Ｓ V      C       M         真Ｓ                     

 （彼女に話しかけることは、私にとつて非常に簡単でした。） 

 
 
③ <It> is [(very) difficult] (for him) <to stop <smoking>>. 
   仮Ｓ V     C         M          真 S                  

 （煙草をやめることは、彼にとつて非常に難しい。） 

 
 
 

←last night全体で副詞的に用ゐられる。（品詞解説プリント

「（２）覚えるべき品詞」の例外を参照のこと） 

I 意 O意
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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

④ <She> found <it> [difficult] <to forget <him>>. 
     S    V  仮 O   C         真 O 

 （彼女は、彼のことを忘れることは難しいと思つた。） 

 
 
⑤ <We> thought <it> [impossible] (for him) <to reach <the moon>>. 
    Ｓ    Ｖ  仮 O     Ｃ       Ｍ          真 O                 

 （私たちは、彼が月に到達することは不可能だと思つた。） 

 
 

Part J：独立不定詞、too~to, enough to、疑問詞＋to 

 
① (To tell <you> <the truth>), <I> don't like <tomatoes>. 
              Ｍ          S    V        O            

 （本当のことを言ふと、私はトマトが好きではない。） 

 
 
② (To make <matters> [worse]), <it> began <to rain>. 
            M               S   V     O      

 （さらに悪いことには、雨が降り始めた。） 

 
 
③ <This coffee> is [(too) hot] (to drink). 
        S      V   C       M          

 （このコーヒーは熱すぎて飲めない。） 

 
 
④ <This place> is [(too) dangerous] (to swim in). 
       S      V       C           M         

 （この場所は、泳ぐには危険すぎる。） 

 
 
⑤ <This smart phone> is [small (enough)] (to carry (in your pocket)). 
          S         V     C                M                  

 （このスマートフォンは、あなたのポケットに入れて運べるくらい、十分に小さい。） 

 
 
⑥ <This book> is [easy (enough)] (for your kids) (to read). 
       S      V    C             M       M               

 （この本は、君の子供たちが読めるくらい、十分に簡単だ。） 

 
 
⑦ <I> don't know <what to say>. 
    S    V          O             

 （何といふべきか、分からない。） 

 
 
⑧ Please tell <me> <where to go>. 
         V   O₁      O₂                  

 （どこへ行くべきか、教へて下さい。） 

 
 
 
 
 

I 意 O意
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意 O 
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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

⑨ Please tell <me> <when to start>. 
         V   O₁       O₂             

 （いつ始めるべきか、私に教へて下さい。） 

 
 
⑩ Please tell <me> <how to play <the game>>. 
         Ｖ  O₂            O₂            

 （そのゲイムの仕方を私に教へて下さい。） 

 
 
⑪ Please tell <me> <which book to buy>. 
         Ｖ  O₁           O₂           

 （私にどの本を買ふべきか、教へて下さい。） 

 
 

Part K：人 to V→下線は引かなくて良い（SVOCM の範囲が分かりづらいと思はれる個所に引いてゐる） 

 
① <My father> wanted <me> to be <a doctor>. 
       S        V    O       C           

 （私の父は私が医者になることを望んでゐた。） 

 
 
② <I> want <you> to study (more).  
    S   V   O        C              

 （私はあなた（たち）にもつと勉強して欲しい。） 

 
 
③ <I> asked <him> to open <the box>. 
    S   V    O        C              

 （私は彼に箱を開けるやう頼んだ。） 

 
 
④ <The Internet> enables <us> to get <information> (easily). 
       S         V     O           C                 

 （インターネットは我々が簡単に情報を入手することを可能にしてゐる。） 

 
 

Part L： be to 構文→下線は引かなくて良い（SVOCM の範囲が分かりづらいと思はれる個所に引いてゐる。） 

 
① <He> is to visit <New York> (in June). 
    S   V       C            
 （彼は六月にニューヨークを訪れる予定だ。：予定） 
 
 
② <I> am to meet <him> (tomorrow). 
    S  V       C                    

 （私は明日彼に会ふ予定だ。：予定） 

 
 
③ <The Titanic> was (never) to return. 
         S      V       C            

 （タイタニック号は二度と戻らない運命にあつた。：運命） 

 
 
 

I 意 O意

味 

I 意 O意

味 

I 意 O意

味 

I 意 O意
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意 O意 
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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

④ <He> was (never) to see <his mother> (again). 
     S   V   M       C                       

 （彼は二度と母親に会へない運命にあつた。：運命） 

 
 
⑤ <The watch> was (nowhere) to be found. 
       S      V     M       C           

 （その時計は、どこにも見つけられなかつた：可能） 

 
 
➅ <(Not) a star> was to be seen.←notは副詞であるが、ここでは名詞を否定してゐる（例外のケース）。 
         S      V     C            

 （星は一つも見えなかつた。：可能） 

 
 
⑦ (If <you> are to succeed (in anything)), <you> have to make <[constant] efforts> . 
       Ｓ′ Ｖ′   Ｃ′           Ｓ   Ｖ            O 
                M                                      

 （あなたが何かにおいて成功したいなら、継続的な努力をしなくてはならない。：意図） 

 
 
⑧ (If <you> are to pass <the exam>), <you> should study (hard). 
       Ｓ′Ｖ′  Ｃ′          S         V     M 
               M     

 （試験に合格したいなら、一生懸命勉強しなくてはならない。：意図） 

 
 
⑨ <Nobody> is to leave <this room> (until six o’ clock). 
       S    V       C                M              

 （だれもこの部屋を６時まで離れてはならない。：義務） 

 
 
⑩ <What> am <I> to do? 
    意 O   V  S  C           

 （私は何をするべきですか。；義務） 

 
 

Part M： 知覚、使役、get、help→下線は引かなくて良い（SVOCM の範囲が分かりづらいと思はれる個所に引い 

               てゐる。） 

 
① <I> saw <the train> come (into the station). 
    S  V    O            C                 

 （私は列車が駅に入つて来るのを見た。） 

 
 
② <I> saw <a man> cross <the street>. 
    S  V     O        C                  

 （私は男が通りを横切るのを見た。） 

 
 
③ <I> heard <him> talk (with someone) (on the phone). 
    S   V    O           C                     

 （私は彼が電話で誰かと話してゐるのを聞いた。） 

 

I 意 O意

味 

意 O 

I 意 O意

味 

意 O 
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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

 
 
④ <I> made <my son> do <his homework>. 
    S    V    O        C               

 （私は息子に宿題をやらせた。） 

 
 
⑤ <He> made <me> do <the work>. 
     S    V   O      C          

 （彼は私にその仕事をさせた。） 

 
 
⑥ <I> let <him> use <my bike>. 
    S  V  O     C                

 （私は彼に私の自転車を使はせた。） 

 
 
⑦ <My mother> didn’t let <me> buy <the game>. 
        S         V    O       C                   

 （私の母は、私がそのゲイムを買ふことを許可しなかつた。） 

  
 
⑧ <She> had <the boys> wash <her car>. 
     S   V     O         C             

  （彼女は少年たちに、車を洗つてもらつた。） 

 
 
⑨ <I> will have <my son> go (with you). 
    S    V       O        C                

 （息子に、あなたと同行してもらひます。） 

 
 
⑩ <Jane> got <her husband> to fix <the desk>. 
     S    V     O            C              

 （ジェインは夫に机を直してもらつた。） 

 
 
⑪ Please help <me> to clean <my room>. 
          V   O       C                    

 （部屋の掃除を手伝つて下さい。） 

 
 

Part N： 慣用表現→下線は引かなくて良い（SVOCM の範囲が分かりづらいと思はれる個所に引いてゐる。） 

 

 
① <It> is likely to rain. 
    S       V                     

 （雨が降りさうだ。） 

 
 
② <He> appears to be [poor]. 
     S        V      C       

 （彼は貧乏であるやうに見える。） 

 

意 O 

意 O 

意 O 

意 O 

I 意 O意
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I 意 O意

味 

意 O 
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上を目指すための基礎英文法 不定詞実践演習 

③ <They> were about to leave. 
     S           V       

 （彼らは出発しようとしてゐるところだ。） 

 
 
④ <Mary> tends to ignore <other’s opinion>. 
      S       V             O           

 （メアリーは他人の意見を無視する傾向がある。） 

 
 
⑤ <You> had better not speak (of the matter).  
     S           V           M           

 （君はそのことについて話さない方が良い。） 

 
 
⑥ <I> cannot help but feel [sorry] (for her).  
    S         V         C      M          

 （私は彼女に対して申し訳ないと思はざるを得なかつた。） 

 →sorry を Oと解答した方は、辞書で feel が O を取る場合とＣを取る場合の意味の違ひについて、調べてみま 

  せう。 

 
 
⑦ <This photo> cannot help but remind <me> (of my son). 
       S                V          O      M         

 （この写真は私に息子のことを思ひ出させずにはゐない。＝私はこの写真を見ると必ず息子のことを思ひ出す。） 

  


